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１．2026年12月期第１四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 13,276 3.7 619 △16.6 645 △19.9 390 △13.6

2025年12月期第１四半期 12,800 7.0 742 45.5 805 62.8 451 77.6
(注)包括利益 2026年12月期第１四半期 558百万円( △7.5％) 2025年12月期第１四半期 603百万円( 205.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第１四半期 29.39 －

2025年12月期第１四半期 34.06 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 39,036 10,033 25.7

2025年12月期 38,046 9,638 25.3
(参考) 自己資本 2026年12月期第１四半期 10,032百万円 2025年12月期 9,637百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 12.00 － 12.00 24.00

2026年12月期 －

2026年12月期(予想) 12.00 － 12.00 24.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 3.5 1,450 14.0 1,350 3.7 540 17.0 40.70
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年12月期１Ｑ 13,672,100株 2025年12月期 13,672,100株

② 期末自己株式数 2026年12月期１Ｑ 402,698株 2025年12月期 403,298株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期１Ｑ 13,268,848株 2025年12月期１Ｑ 13,244,072株

(注)期末自己株式数及び期中平均株式数の計算において控除する自己株式数には、BBT信託及びJ-ESOP信託が保有する
当社株式数が含まれております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる過程及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付書類８ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 当社グループの経営成績

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売上高 128億円 132億76百万円 ４億75百万円 ＋3.7％

営業利益 ７億42百万円 ６億19百万円 △１億23百万円 △16.6％

経常利益 ８億５百万円 ６億45百万円 △１億60百万円 △19.9％

親会社株主に帰属する
四半期純利益

４億51百万円 ３億90百万円 △61百万円 △13.6％

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、米国の通商政策等による影響が一部にみられたものの、設

備投資や雇用・所得環境の改善等により、緩やかに回復しました。一方、金融資本市場変動の影響や米国の通商

政策をめぐる動向などに留意が必要な状況であることに加え、中東情勢の不確実性などもあり先行きは一層不透

明感を増しております。

なお、世界的に見ても水資源の保全や脱炭素社会実現に向けた取り組みへの意識は高まっており、「環境を守

る。未来を変える。」という当社グループの企業使命を果たすことが企業価値の向上のみならず、世界の環境課

題解決につながることを改めて認識しております。

当社グループは2025年に、中期経営計画(2025-2027)を新たに策定いたしました。「日本の安全安心を、世界の

日常に」をテーマに、同計画でお示しした事業戦略や財務戦略のもと、当第１四半期連結累計期間においても各

種取り組みを進めました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は132億76百万円(前年同期比3.7％増)、売上総利益は

28億85百万円(前年同期比4.4％減)、営業利益は６億19百万円(前年同期比16.6％減)、経常利益は６億45百万円

(前年同期比19.9％減)となりました。

また、特別利益は97百万円（主にクリクラ事業の新設分割会社株式の売却による利益）、特別損失は１百万円

となりました。

これらの結果、税金等調整前四半期純利益は７億41百万円(前年同期比8.9％減)、親会社株主に帰属する四半期

純利益は３億90百万円(前年同期比13.6％減)となりました。
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② セグメントごとの経営成績

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

(環境機器関連事業)

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売上高 69億27百万円 68億64百万円 △63百万円 △0.9％

セグメント利益(営業利益) ９億54百万円 ８億13百万円 △１億40百万円 △14.7％

■本事業セグメントの事業内容

・生活排水処理(浄化槽)、産業排水処理(排水処理システム)

家庭から排出される生活排水を浄化して河川等に放流する「浄化槽」や産業排水を浄化するための「排水

処理システム」の開発・設計・製造・施工・販売・メンテナンスを幅広く手掛ける総合水処理メーカーであ

り、様々な情報を製品開発にフィードバックすることができる循環型のサービス体制を構築して展開してお

ります。

「浄化槽」に関しては、日本国内だけでなくアジア地域を中心に海外展開も行っております。

・地下水飲料化事業

地下水を飲料用として利用する地下水飲料化システムを取扱っております。この事業では、設備費用・運

転費用を全て当社が調達し、月々のシステム使用料金を水の使用量に応じて契約先にご負担いただくエスコ

契約方式での取引に加え、プラントを販売し、引き渡し後のメンテナンス契約を締結する方式での取引も行

っております。

・建物総合管理事業

店舗・ビル・マンション等において、建物清掃、空気環境測定、害虫駆除、設備点検、貯水槽清掃・プー

ル保守管理、消防設備点検等、正常な状態を維持するための保守点検・修繕などを行っております。定期的

な点検だけでなく各施設の実態にあった適切な修繕計画提案を行っています。

■本事業セグメントの業績

・生活排水処理(浄化槽)、産業排水処理(排水処理システム)

a 国内

(イ)施工・販売

産業排水処理システムや浄化槽の販売・施工に注力しましたが、前年同期の産業排水処理を中心とし

た複数の大型工事案件剥落により、前年同期よりも売上高及び利益は減少しました。

なお、製品原材料や仕入機器の価格、外注費の上昇は継続しておりますが、原価試算に当たって単価

見直しを細やかにするなどの対応により、価格転嫁への取り組みを進め、利益の確保に努めておりま

す。

(ロ)メンテナンス

メンテナンス事業は中期経営計画においても重要な成長戦略として位置づけており、ストックビジネ

スとしてのメンテナンス売上拡大による強固な企業基盤作りを進めております。

浄化槽や産業排水処理設備の新設工事時にメンテナンス契約を一元的に提案することで、メンテナン

ス契約件数は着実に増加しました。また、既存メンテナンス契約先との価格交渉も随時進め、原価上昇

分の価格転嫁を進めたことで、粗利率の上昇につなげております。

長期的な修繕計画についても積極的に提案を実施するなどの取り組みにより、メンテナンス関連の売

上高及び利益は増加いたしました。
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b 海外

(イ)販売等の状況

海外事業全体としては、インドやインドネシア、中国における大型案件の剥落等により減収となりま

したが、インドにおいて製造方法の見直しによる原価低減を進めたこと等により、営業損失額は若干改

善いたしました。

国別の状況は以下のとおりです。

国 状況

インド

受注は堅調に推移しておりますが、製品出荷台数が前年同期よりも減少したこと等

により、減収減益となりました。

中期計画達成に向け、従前より進めていた工場での製造方法や工数の見直しが進み、

材料費削減や工数低減により生産効率化につながっております。

インドネシア

前年同期の大型案件剥落等により売上高は減少しましたが、粗利率の改善・販管費

の減少により営業損失額は改善しました。

なお、浄化槽の販売に加え、工場系排水処理を受注できる組織体制を整えるととも

に、日系企業への営業・受注活動も引き続き進めております。

また、特定の顧客ニーズに合わせた浄化槽の開発や、変更された水質規制に沿った

浄化槽の開発を行うべく、仕様の見直しを検討中です。

製造工程の見直しと併せて、政府や関係機関へ「浄化槽」の正しい評価基準やルー

ルを市場に確立すべく働きかけも行っております。

スリランカ

浄化槽の販売に伴う製品売上の他、メンテナンス収益を計上しましたが、売上高は

前年同期と比べ少々減少しました。

なお、同国での排水処理や水質規制等に関する制度化に向け、引き続き現地政府や

大学等への働きかけ、当社ブランドの浸透・強化を進めております。

中国

前年同期の大型案件含めた複数の修繕工事等の剥落や、膜製品の販売減少から、減

収減益となりました。

引き続き大型案件の受注に注力しております。

バングラデシュ

ライセンス等の関係で、原則、インドネシアの当社グループ現地法人からバングラ

デシュの販売代理店へ製品を販売する商流となっておりますが、一部浄化槽の現地生

産を始めたことから、収益を計上いたしました。

なお、バングラデシュ現地法人から現地販売代理店に対して直接販売をするための

準備も行っております。縫製工場等の民間案件を中心に受注が推移しておりますが、

政権安定化に伴い、政府案件の受注にも取り組んでおります。

(ロ)メンテナンス

海外事業全体のメンテナンス売上高は、スリランカでのメンテナンス収益計上により増加しましたが、

他の子会社におけるコスト増等により利益は減少しました。

浄化槽の性能を維持するためにメンテナンスは必須であり、メンテナンス売上の拡大は当社グループ

の企業基盤強化だけでなく水環境を改善するためにも重要であると認識しており、環境意識の醸成や規

制づくりへの働きかけも含めて推進してまいります。

・地下水飲料化事業

ストックビジネスであるエスコ契約に係る新規契約数は堅調に増加しました。また、エスコ契約を行わない

地下水飲料化装置の販売についても需要が高まっており、販売件数及び売上高は前期比で増加いたしました。

なお、装置販売の場合も、販売後のメンテナンス契約を締結することでストックビジネスの拡大に貢献して

おり、修繕も含めたメンテナンス売上高は堅調に推移しました。

・建物総合管理事業

当社グループの各事業セグメントと関わりの深いDCMグループの店舗を中心とした建物総合管理事業を展開し

ておりますが、DCMグループによる同業他社との合併に伴う店舗数拡大に合わせ、案件の新規受注に注力したこ

とで、前年同期と比較して、売上高が増加しました。

以上より、本事業セグメント全体では、地下水飲料化事業等において売上高及び利益は増加しましたが、国内

事業における産業排水処理システムの大型案件剥落によりセグメント全体では減収減益となりました。
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(住宅機器関連事業)

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売上高 50億70百万円 56億95百万円 ＋６億25百万円 ＋12.3％

セグメント利益(営業利益) ２億24百万円 １億67百万円 △56百万円 △25.2％

■本事業セグメントの事業内容

・住設販売・流通事業

本事業が当社グループの祖業であり、建設関連業者(ゼネコン・地場建築業者・ハウスメーカー等)やホー

ムセンター等へのキッチン・ユニットバス・トイレ等を中心とした住宅設備・建築資材の卸販売を行ってお

ります。

・建築・設備工事業

資材の販売だけでなく、施工を伴う事業も行っており、タイルなどの外壁工事や農業温室を取り扱うとと

もに、近年ではM&Aによって空調設備、冷凍冷蔵設備なども事業展開を始めており、そのシナジーが大きく出

ております。

また、従来は商材の販売のみであった「木構造事業※」における新たな取り組みとして、メーカーとして

地域産材利活用方法の提案・構造設計・部材製造・販売・建て方支援など、幅広い業務を請負う形での事業

を展開しております。

※木構造事業：鉄骨造、RC造に対し、柱や梁などメインフレーム（構造体）が木材でできているものを木

造あるいは「木構造」と呼び、中大規模施設など様々な非住宅の建築物に対し、耐震・耐

火に優れた木構造を提案する事業です。従来は鉄骨・RC造で建てられていた建物に地域の

木材を利用することができ、地場産材の活用事例としても注目されています。また、サス

テイナビリティの面では、樹木が吸収した二酸化炭素を固定化することができ、カーボン

ニュートラルの実現にも貢献します。

■本事業セグメントの業績

・住設販売・流通事業

建設関連業者向け販売においては、新設住宅着工戸数の減少傾向が続いておりますが、受注強化やクロス

セル等、エリア毎に各種取り組みを進めることで、ホテルやマンション等の大型案件が愛媛・関西の両エリ

アで寄与し、売上高は前年同期比で増加しました。

ホームセンター向け販売においても、DCMグループによる同業他社との合併に伴う店舗数拡大に合わせ、納

品先の拡大に注力したことで、前年同期と比較して売上高が増加いたしました。

・建築・設備工事業

環境配慮型商材として、体育館の輻射熱冷暖房工事の他、近年注力している木構造事業においても複数案件、

順調に受注・施工が進み、売上高の増加につながりました。また、教育施設関連案件も複数受注・施工できて

おり、売上高の増加に寄与しました。

冷凍冷蔵・空調設備工事においても、大型案件の進捗により、売上高は増加しました。

以上より、本事業セグメント全体では、住設販売・流通事業、建築・設備工事業の両事業において順調に売上

高を伸ばすことができました。一方、第２四半期会計期間に完成予定の特定案件において、完成まで利益を伴わ

ない原価回収基準による売上計上により一時的に利益が悪化しております。このため、セグメント全体では増収

減益となりました。
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(再生可能エネルギー関連事業)

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売上高 ６億63百万円 ６億40百万円 △23百万円 △3.5％

セグメント利益(営業利益) 15百万円 19百万円 ＋４百万円 ＋27.2％

■本事業セグメントの事業内容

本事業セグメントでは、太陽光発電事業、風力発電事業、バイオディーゼル燃料(BDF)事業、水熱処理事業を行

っています。当社グループでは2002年にBDF事業に参入して以降、太陽光発電事業や風力発電事業などラインナッ

プを増やしており、電力需要家の皆様に最適なエネルギーミックスをお選びいただける総合的なサービスを展開

しています。

なお、2025年２月に閣議決定された「第７次エネルギー基本計画」では、再生可能エネルギーを主力電源とし

て最大限導入し、電源構成目標として再生可能エネルギー比率を2023年度の22.9％から、2040年度に4～5割程度

へ拡大することが示されました。

■本事業セグメントの業績

・太陽光発電事業

FIT※による売電を行っているサイトは191件(前年同期比２件増)、PPA※による売電を行っているサイトは

36件(前年同期比１件増)となり、太陽光発電事業における売電売上高(FIT及びPPAによる売上高合計)は堅調

に増加しました。

なお、施設販売及び工事において、前年同期に大型案件があった影響により、太陽光発電事業としては売

上高が減少いたしました。

また、従前より稼働に向けて準備を進めておりましたグリーンデータセンター※が２サイト稼働開始した

ことにより、収益を計上いたしました。

※FIT：当社グループが自己資金で太陽光発電所を開設し、再生可能エネルギー源を用いて発電された電気

を国が定める価格で一定期間、電気事業者が買い取ることを義務付けるものです。

※PPA：当社グループが自己資金で太陽光発電所を開設し、再生可能エネルギー源の電気を購入したい電力

需要家との間で電力購入契約を結び、発電した電気を供給する仕組みです。

※グリーンデータセンター：ビッグデータ分析やAIによる画像処理など、データセンターは今後さらなる

電力需要が見込まれております。グリーンデータセンターは、再生可能エネ

ルギーである太陽光発電を主な電力源として活用、環境負荷の低減を企図す

るものです。

・風力発電事業

風力発電によるFITを利用した売電施設は現在36件(前年同期比５件増)が稼働しており、売電売上高は堅調

に増加しました。一方、一部サイトにおいて故障による稼働停止や、冬季期間中の修理対応が難しいサイト

があったことから、稼働効率を上げ、さらなる収益を確保できるよう尽力しております。

・バイオディーゼル燃料関連事業

「B5軽油※」の営業強化に引き続き取り組みました。2024年５月に茨城県に東日本事業所を開設し、関東

地方でのBDF販売拡大を進めております。2025年８月からは、東武グループが奥日光エリアで運行するバイオ

燃料バスへ、バイオ燃料「B5」（商品名：D・OiL）の供給を開始しており、当社グループは本取り組みにお

いて、バイオ燃料プラントの建設、廃食油の回収、バイオ燃料の精製を担っております。これら東日本・日

光エリアでの営業活動が売上高の増加に寄与いたしました。

※B5軽油：当社グループでは、使用済み天ぷら油を精製したバイオディーゼル燃料である「D・OiL」を製

造・販売しております。「B5軽油」は軽油にD・OiLを５％混合したものであり、国の定める軽

油の強制規格(法律に基づいて守ることが義務付けられている規格)を満たしており、軽油と同

様に安全かつ安心して使用可能です。
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・水熱処理※事業

排出物の減容化や再利用化に関する実験案件が継続的に発生しており、各案件の対応を進めました。なお、

前年同期は試験装置販売があったため、売上高及び営業利益は前年同期比で減少いたしました。

※水熱処理：高温高圧状態の水で有機物を処理することで廃棄物等を有効活用することのできる処理方法

であり、燃焼を伴わないことからNOx(窒素酸化物)、SOx(硫黄酸化物)、ダイオキシン等の有

害物質が処理時に発生しません。

以上より、本事業セグメント全体では、水熱処理事業の売上高及び利益が減少しましたが、バイオディーゼ

ル燃料関連事業の売上高及び利益の増加、太陽光発電事業においてグリーンデータセンターの稼働による収益

が計上されたことにより、セグメント全体では減収増益となりました。

(その他の事業)

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売上高 １億39百万円 75百万円 △63百万円 △45.9％

セグメント損失（△）
(営業損失)

△22百万円 △19百万円 ＋３百万円 △14.2％

本事業セグメントでは、「水」に特化した住環境サービスとしてご家庭に安心かつ安全な飲料水を提供する家

庭用飲料水事業と、ベンチャーキャピタル事業を展開しております。

・家庭用飲料水事業

当事業では従来、他社製の全自動型ウォーターサーバーを取り扱っておりましたが、ご利用者様からの声を

製品改善やサービス提供に漏れなくスピード感をもって反映することを目的として、当社が企画し、宅配水事

業などを営む株式会社ナックとともに開発した全自動型ウォーターサーバー「アクシスウォーター」※の取り

扱いを2024年より始めております。

また、ボトル型ウォーターサーバー事業も展開しておりましたが、アクシスウォーターの拡販に注力・経営

資源を集中させることとし、2026年１月５日付で、ボトル型ウォーターサーバー事業を新設分割会社である株

式会社クリクラ愛媛に承継させ、同新設会社の全株式を株式会社ナックへ譲渡いたしました。

以上より、ボトル型ウォーターサーバー及び他社製の全自動型ウォーターサーバーの契約者様に対して、ア

クシスウォーターへの移行を勧めるとともに、新規契約者の獲得にも注力したことで、当第１四半期連結累計

期間におけるアクシスウォーターの契約数は増加しました。

また、ボトル型ウォーターサーバー及び他社製の全自動型ウォーターサーバー関連の売上は減少しましたが、

前年同期に計上していたコストも減少したことで、家庭用飲料水事業全体としては減収増益となりました。

なお、アクシスウォーターはサブスクリプションモデル（ストックビジネス・定期定額）であるため、ボト

ル型ウォーターサーバーに比べて顧客売上単価は減少しておりますが、今後の販売強化による契約件数増加、

継続的な改善による良質な製品・サービスの提供により、収益のさらなる積み上げを企図しております。

※アクシスウォーター：水道から直接水を供給する全自動型ウォーターサーバー「アクシスウォーター」の

取扱いを2024年より中国・四国地域で開始しております。４層の高性能フィルター

を通してろ過することで、水道水に含まれるカルキのにおいや有機物質を除去。ボ

トル交換の手間がかからず、定期メンテナンスも含んだ定額サービスです。将来的

には関西・関東エリアへの拡大も視野に入れて事業を行っております。

・ベンチャーキャピタル事業

当社グループの事業テーマと親和性があり新しい価値を創造する可能性のある企業や、「地域」「若者」を

サポートする企業への投資及び投資先企業の成長をサポートする事業を行っております。

2023年に株式会社Daiki Axis Venture Partnersを設立以降、１号ファンド（DAVPベンチャー１号投資事業有

限責任組合）及び２号ファンド（DAVPベンチャーTF for SUSTECH投資事業有限責任組合）を組成し、当第１四

半期連結累計期間末日現在では12社への投資を行っております。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

前連結会計年度
当第１四半期連

結会計期間
増減額 増減率

流動資産 200億16百万円 206億86百万円 ＋６億70百万円 ＋3.4％

固定資産 180億30百万円 183億49百万円 ＋３億18百万円 ＋1.8％

資産合計 380億46百万円 390億36百万円 ＋９億89百万円 ＋2.6％

流動資産につきましては、海外事業の加速に向けた機動的な資金確保を優先し、現金及び預金が増加いたしま

した。

固定資産につきましても、中長期的な成長の柱である再生可能エネルギー事業（グリーンデータセンター）へ

の戦略的な設備投資を継続した結果、有形固定資産が着実に積み上がっております。

(負債・純資産)

前連結会計年度
当第１四半期

連結会計期間
増減額 増減率

流動負債 216億20百万円 225億84百万円 ＋９億64百万円 ＋4.5％

固定負債 67億88百万円 64億18百万円 △３億69百万円 △5.4％

純資産 96億38百万円 100億33百万円 ＋３億94百万円 ＋4.1％

負債・純資産合計 380億46百万円 390億36百万円 ＋９億89百万円 ＋2.6％

流動負債につきましては、海外子会社における将来の成長投資へ充当するための機動的な資金調達により、前

連結会計年度末に比べ増加いたしました。

一方、固定負債につきましては、長期借入金の約定返済や社債の償還が計画通り進展したことに加え、手元資

金の効率的な活用により一部の長期借入金で繰上返済を実施した結果、前連結会計年度末に比べ減少いたしまし

た。将来に向けた投資を実行しつつも財務基盤の健全化に努めております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年２月13日に公表いたしました2026年12月期の連結業績予想に変更はありません。

なお、昨今の中東情勢緊迫化に伴う製品原材料や資機材、商品仕入れ価格の上昇、製品や商品の納期遅延、工

事施工における工期遅延等が生じた場合に、当社グループの業績へ与える影響に関しては、現時点においてその

影響額を合理的に算定することが困難であることから、当該業績予想には織り込んでおりません。今後、業績に

重要な影響を及ぼすと判断される事象が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,919 8,794

受取手形及び売掛金 6,256 5,727

完成工事未収入金及び契約資産 4,007 4,115

商品及び製品 599 587

仕掛品 33 17

未成工事支出金 188 137

原材料及び貯蔵品 465 503

仕掛販売用不動産 82 133

その他 703 919

貸倒引当金 △240 △248

流動資産合計 20,016 20,686

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,785 2,157

機械装置及び運搬具（純額） 6,566 6,558

土地 2,830 2,886

建設仮勘定 1,550 692

その他（純額） 239 984

有形固定資産合計 12,973 13,280

無形固定資産

のれん 825 759

その他 118 153

無形固定資産合計 944 913

投資その他の資産

投資有価証券 2,131 2,158

その他 2,081 2,096

貸倒引当金 △100 △99

投資その他の資産合計 4,113 4,155

固定資産合計 18,030 18,349

資産合計 38,046 39,036
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,072 2,899

工事未払金 2,696 2,648

短期借入金 10,918 12,499

1年内返済予定の長期借入金 906 809

1年内償還予定の社債 510 410

未払法人税等 336 289

契約負債 866 987

賞与引当金 541 291

引当金 140 73

その他 1,630 1,676

流動負債合計 21,620 22,584

固定負債

社債 1,430 1,355

長期借入金 3,870 3,570

引当金 291 297

資産除去債務 553 554

その他 642 640

固定負債合計 6,788 6,418

負債合計 28,408 29,002

純資産の部

株主資本

資本金 2,556 2,556

資本剰余金 2,295 2,295

利益剰余金 4,562 4,787

自己株式 △319 △318

株主資本合計 9,094 9,320

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 76 93

為替換算調整勘定 466 618

その他の包括利益累計額合計 543 711

非支配株主持分 0 0

純資産合計 9,638 10,033

負債純資産合計 38,046 39,036
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

売上高 12,800 13,276

売上原価 9,783 10,390

売上総利益 3,017 2,885

販売費及び一般管理費 2,275 2,266

営業利益 742 619

営業外収益

受取利息 4 11

受取配当金 0 15

仕入割引 35 34

為替差益 39 -

その他 39 31

営業外収益合計 119 92

営業外費用

支払利息 28 47

社債利息 4 4

持分法による投資損失 1 0

為替差損 - 3

その他 22 10

営業外費用合計 56 66

経常利益 805 645

特別利益

固定資産売却益 - 0

関係会社株式売却益 - 97

その他 9 0

特別利益合計 9 97

特別損失

固定資産除却損 0 1

その他 1 -

特別損失合計 1 1

税金等調整前四半期純利益 813 741

法人税、住民税及び事業税 230 253

法人税等調整額 131 97

法人税等合計 362 351

四半期純利益 451 390

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 451 390
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

四半期純利益 451 390

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 16

為替換算調整勘定 155 151

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 0

その他の包括利益合計 152 168

四半期包括利益 603 558

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 603 558

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年３月28日
定時株主総会

普通株式 164 12 2024年12月31日 2025年３月31日 利益剰余金

(注) 2025年３月28日定時株主総会決議による配当金の総額には、BBT信託及びJ-ESOP信託が保有する当社の株式に対

する配当金額５百万円が含まれております。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間(自 2026年１月１日 至 2026年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年３月27日
定時株主総会

普通株式 164 12 2025年12月31日 2026年３月30日 利益剰余金

(注) 2026年３月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、BBT信託及びJ-ESOP信託が保有する当社の株式に対

する配当金額４百万円が含まれております。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
環境機器
関連

住宅機器
関連

再生可能
エネルギー

関連
計

売上高

外部顧客への売上高 6,927 5,070 663 12,661 139 12,800

セグメント間の
内部売上高又は振替高

14 1 1 17 0 17

計 6,942 5,071 665 12,679 139 12,818

セグメント利益
又は損失（△）

954 224 15 1,194 △22 1,171

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、家庭用飲料水事業及びベンチャーキャ

ピタル事業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,194

「その他」の区分の損失（△） △22

セグメント間取引消去 30

全社費用(注) △460

四半期連結損益計算書の営業利益 742

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間(自 2026年１月１日 至 2026年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
環境機器
関連

住宅機器
関連

再生可能
エネルギー

関連
計

売上高

外部顧客への売上高 6,864 5,695 640 13,200 75 13,276

セグメント間の
内部売上高又は振替高

11 1 0 13 0 13

計 6,876 5,697 641 13,214 75 13,289

セグメント利益
又は損失（△）

813 167 19 1,001 △19 981

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、家庭用飲料水事業及びベンチャーキャ

ピタル事業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,001

「その他」の区分の損失（△） △19

セグメント間取引消去 38

全社費用(注) △401

四半期連結損益計算書の営業利益 619

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費及びのれん償却額は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

減価償却費 187百万円 232百万円

のれん償却額 71百万円 65百万円


